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型紙（箱の中に入ってい
ます） ： 翼フィルムを切
り取るために翼の形が
印刷された用紙。

ふ ろ く の 組 み 立 て 方 と 使 い 方

用意するもの
プラスドライバー（軸径が3ミリくらいのもの）、テープ（仮どめ用のはってはがせるタイプ）、セロハンテープ、定規、カッター、はさみ、アルカリ単四形乾電池×2本

入っているもの

製品には万全を期しておりますが、万一部品の不良・不足等ございましたら、編集部までご連絡ください。良品をお送りします。
TEL：03-6431-1272（編集部直通　月〜金 10:00 〜 17:00） e-mail：okm@gakken.co.jp
※電子メール、あるいは携帯メールでのお問合せの場合、本文に必ずあなたの住所・氏名・電話番号を記入してください。

●このふろくに使われている材質
胴体（黒透明）：PP　前フレーム、機体のランナー部品（黒）、翼フィルム：PE
ギヤ、ギヤとめ具（白）：POM　充電発射装置のランナー部品（白）：ABS　
ねじ、接点金具：鉄　カーボンロッド：カーボンファイバー
※リード線の被覆には、塩化ビニルを使っています。
※不要になったときは、各自治体の決まりに従って処分してください。

注　意 ふろくを組み立てる前に必ずお読みください。
●カーボンロッドをはじめ、とがった部品の取り扱いには十分に注意してください。目をつくなど、けがをする恐れが
あります。
●小さな部品は、誤って飲み込まないように注意してください。窒息などの危険があります。
●ふろくは、小さな子の手の届かない場所にしまってください。
このふろくでは、アルカリ単四形乾電池を2本使用します。電池は誤った使い方をすると、発熱・破裂・液漏れを起
こすことがあります。下記のことに注意してください。

●ニッカド電池などの充電式電池は使用しないでください。
●オキシライド電池は使わないでください。回路を壊すおそれがあります。
●＋・−（プラス・マイナス）を正しくセットしてください。
●万一、電池から漏れた液が目に入ったときは、すぐに大量の水で目を洗い、医師に相談してください。皮膚や服についた場合は、すぐ

に洗ってください。
●使用後は、電池をはずしておいてください。
●新しい電池と古い電池をまぜて使わないでください。
※使い方と注意をよく読んでからお使いください。
※安全のため、この説明書にある使い方を必ず守ってください。また、使用中に破損、変形してしまった部品は使用しないでください。

ねじどめの注意
ねじをとめるときは、ドライバーをねじにしっ
かり垂直に押し付けながら回します。基本は
押す力が7で回す力が3といわれています。ふ
ろくに使われているねじは、プラスチックに
みぞを刻みながら入れていくタイプです。こ
のため、あまりねじどめに力を入れすぎると
ねじ穴が破損する恐れがあります。ねじどめ
に使うドライバーは、軸径が３ミリくらいの
ドライバーが最適です。

ドライバーの原寸図

デルタ・ツイスター
組み立て所要時間
約 60 分ふろくの組み立て方と使い方

イラスト／瀧山幸代

ゴム用前フレーム

モーター用前フレーム

胴体

ゴムひも

カーボンロッド 太さ1mm×長さ170mm（1本）

太さ0.8mm×長さ170mm（2本）
太さ0.8mm×長さ220mm（3本）

コネクタ

接点スプリング（2個）

スイッチスプリング

ねじ（2個）

ギヤ（小）

ギヤ（大）

ギヤとめ具
（1個は予備）

●
機
体
の
ラ
ン
ナ
ー
部
品

●
充
電
発
射
装
置
の
ラ
ン
ナ
ー
部
品

本体 カバー

電池カバー

ス
イ
ッ
チ
レ
バ
ー

ピン

トリガー

テ
ー
ル
エ
ン
ド
押
さ
え

ロッキングアーム

リ
ア
フ
レ
ー
ム

リアフレーム
固定板

テ
ー
ル
エ
ン
ド

翼
端
パ
ー
ツ（
左・右
）

先端ガイド
（1個は予備）

とめ具（スペアを含め6個）つまみ
（1個は予備）

コ
ン
ロ
ッ
ド（
短
）

コ
ン
ロ
ッ
ド（
長
）

キャパシター
ホルダー

ゴム通し

シリコンチューブ

翼フィルム
（2枚：1枚は予備）

モーターユニット
（キャパシター付き）

両面テープ（幅3mm×長さ220mm×10枚）

※ランナーにつながっている
部品は切り離して使います。
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シリコンチューブ

3mm

デルタ・ツイスター翼型紙

1.
シリコンチューブを約3mmの長さに６個カットする。

デルタ・ツイスターの骨組みを作る

1mm×170mm（1本） 先 端 から6mmと
75mmのところに
はめる。

0.8mm×220mm（3本）

先端にはめる。

先端にはめる。

先端から70mmの
ところにはめる。

↓このロッドは
   後で使う。

シリコンチューブ

◆左右のカーボンロッドは、
型紙のグレーの帯の中央に
合わせる。

少し浮き上がっている。

2.
カーボンロッドにシリコンチューブをはめる。
（ここでは5個使い、あとで1個使う。）

1.
先端ガイドにカーボンロッドを差し込む。

真ん中のカーボンロッド
（1mm×170mm）の先にシリ
コンチューブをはめる。

2.
カーボンロッドにロッキングアームをはめる。

カーボンロッド

カーボンロッド

3.
前翼の型紙（左上の三角の方）の上に、真ん中のロッド
が浮き上がる向きで前翼の骨組みを置き、各部の位置
を合わせる。

4.
図のような向きで、前翼の骨組みにゴム用前フレーム
を垂直にパチンとはめる。

このみぞに
ロッドをはめる。

型紙

ロッキングアーム
カーボンロッド

▲の位置に
アームを
合わせる。

▲の位置に
アームを
合わせる。

型紙の点線に
合わせる。

※両面テープ
の裏紙はまだ
はがさない。

◆前翼部分には
まだはらない。

◆フィルムの縁の直線部分
がそのまま使えるので、マ
スキングテープなど、はっ
てはがせるタイプのテープ
を使うと便利。そのような
テープがない場合は、はっ
たテープが型紙の線にかか
らないような位置にフィル
ムを置く。

型紙

フィルム

両面テープ

④

⑤⑧ ⑥
⑦⑨

1.

2.

型紙の上にフィルムを乗せてテープで仮どめし、フィ
ルムの上から両面テープをグレーの帯の中央部分には
る。両面テープの長さは上の図で確認しよう。

型紙に合わせて後翼の骨組みを置き、両面テープを部
分ごとにはがしながらはっていく。左右の翼端、中央、
テールの順にはる。

翼フィルムをはる
1.

リアフレームのでっぱりにリアフレーム固定板をはめ、
図のようにカーボンロッドを奥まで差し込む。

リア
フレーム

※向きに注意！

リアフレーム固定板

テール
エンド

◆取りはずし式に
なっている。

真ん中に
出っぱり
のある方
が後ろ。

カーボンロッド

◆穴がゆるいのでテールエンドは自由に動く。

カーボンロッド

テールロッド

◆両側に0.8mm×170mm（シリ
コンチューブなし）を差し込む。
これが後翼の前縁になる。

シリコンチューブ
の近くまで通す。

カーボンロッド
（テールロッド）

◆真ん中に0.8mm×220mmを
差し込む。70mmのところにシリ
コンチューブをはめた方から奥ま
でしっかり差し込む。これがテー
ルロッドになる。

2.
平らな場所に置き、左右のカーボンロッドに翼端パーツ
をはめる。

※翼端パーツの
向きに注意！

◆翼端パーツは左右が
決まっている。平らな面
を下にして差し込もう。

この部分の断面図

平らな面

3.
テールロッド（真ん中のカーボンロッド）に、図のような
向きでテールエンドを通す。

※カーボンロッドの
太さと長さに注意！

シリコンチューブをはめる

前翼を組み立てる

後翼を組み立てる

後翼にフィルムをはる

※先端ガイドの
向きに注意！

先にシリコンチューブをはめたカーボンロッド（0.8mm×220mm）

カーボンロッド（1mm×170mm）

先端ガイド
シリコンチューブ

先にシリコンチューブをはめた
カー ボ ン ロッド（0.8mm×
220mm）

※ロッキングアームの向きに注意！
① 左をはめる

（少しきつい）。

③右をはめる（少
しきつい）。

②真ん中をはめる。

出っぱり1つが前
出
っ
ぱ
り
２
つ
が
後
ろ

ロッキングアーム
カーボンロッド

型紙に置いたときにでっぱり（2つ）が
上にくるようにする

真ん中が浮き上がる。
↓前翼上面

↑前翼下面

ゴム用
前フレーム

◆はる前に、それぞれの部分の位置を型紙に合わせて配置する。大きさ
が合わないときはカーボンロッドが奥まで入っているか確認する。

①翼端をはる。
②中央までを
はる。

③テールを
はる。

70mm

6mm

75mm

先端ガイドの部
分は図のように
なる。

両面テープを使って、翼フィルムに骨組みをはっていく。両面
テープと、翼のはり位置の関係は図のようになっている。先に
両面テープに切り込みを入れておこう。

デルタ・ツイスター翼型紙

※カットしたシリコン
チューブをなくさな
いよう注意

ロッキングアームの
でっぱり

前翼

でっぱり

奥まで差し込む

※フィル
ムを仮ど
めすると
きは、ピ
ンとはり
すぎない。

カーボンロッドに差し
てから切ってもよい。

※ゴム用前フレーム
の向きに注意！

※しっかり差し込む
と軽く引っ張っても、
簡単には抜けない。

①

②

③

④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨

①翼端をはる。

①②③ ④ ⑤⑥ ⑧ ⑦ ⑨

① 220mm
② 220mm
③  40mm
④ 125mm
⑤  55mm
⑥ 170mm
⑦  50mm
⑧ 170mm
⑨  50mm

※残った両面テープは
予備です。

←このくらいまで
　はめておく。

型紙
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◆コンロッド（短）は、左
右どちらの出っぱりに
もはめることができる。

コンロッド（短）

ロッキングアーム 出っぱり

つまみ

とめ具

ふ ろ く の 組 み 立 て 方 と 使 い 方

※向きに注意！

コンロッド（短）

ゴム用前フレーム

6.

7.

図のような向きで、コンロッド（短）をゴム用前フレーム
のクランクにはめる。

コンロッド（短）の反対側をロッキングアームの出っぱり
にはめ、つまみととめ具でとめる。機体の前方に向かっ
て左側の出っぱりにはめよう。

1回結ぶ。

ゴム用前フレーム

胴体

ゴムひも

胴体

リア
フレーム

ゴム通し

リアフレームを
胴体にはめる。

前翼中央のロッドを
穴に差し込む。

テールエンドはわきへ
よけておく。

1.

2.

3.

ゴムひもを結んで輪を作り、ゴム通しにセットする。

前翼にはめてあるゴム用前フレームのクランクに、ゴム
をかけて胴体に通す。ゴム通しがひっぱりづらいときは、
結び目を少しずらすとやりやすい。

前翼のロッドをしっかり差し込んだ後、ゴム用前フレー
ムと胴体にセロハンテープをはり、前翼と後翼を取り付
ける。

胴体の真ん中下に、
セロハンテープを２
〜３cmはっておく。
これがリアフレーム
のすべり止めになる。

テールエンド

テールエンドを
胴体にはめる。

リア
フレーム

ゴムひも

胴体

ゴム通し

ゴムひもが戻らないように
指でつまんでおく。

4.

5.

前翼中央のロッドをリアフレームの穴にはめたら、その
位置に前フレームとリアフレームを固定する。ゴム通し
を引き抜いて、ゴムを胴体から出す。

テールエンドにゴムの結び目をかける。

※両面テープの
裏紙はまだはが
さない。

①片側をはる。

カッター

②片側をはる

フィルム

③中央をはる。

型紙

後翼と同様に、前翼の骨組み
を両面テープで接着する。

1.

2.

3.
あらためて、型紙の上にフィルムを仮どめし、グレーの
帯の中央部分に両面テープをはる。

型紙に合わせて前翼の骨組みを置き、両面テープを部
分ごとにはがしながらフィルムをはる。片側ずつはって
から、中央をはる。

型紙の外側の線の通りに、カッターでフィルムを切り抜
く。これで前翼が完成。

ゴム機の胴体を組み立てる

前翼にフィルムをはる

【注意】カッターを使うときは、型紙の下に厚紙などを敷いておこう。

3.
型紙の外側の線の通りに、カッターでフィルムを切り抜
く。これで後翼は完成。

カッター

クランク
クランク

完成した前翼のカーボン
ロッドとロッキングアームの
交差しているところをセロハ
ンテープでとめて固定する。

前翼のロッドは
写真のように、
奥までしっかり
差し込む。

前フレームには
すべり止めのセ
ロハンテープを
巻いてから胴体
に入れる。

テールエンドもす
べり止めのセロハ
ンテープを巻いて
から胴体に入れる。

ゴム機の完成

飛ばし方は
７９ページへ→

145mm

結び目から胴体へ入れる。
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ギヤ（大）

コンロッド（長） コンロッド（長）

ロッキングアーム

とめ具

とめ具

8.
コンロッド（長）をギヤ（大）の出っぱりと機体の前方に向
かって左側のロッキングアームの出っぱりにはめて、
それぞれとめ具でとめる。

モーター機の胴体を組み立てる

モーター用
前フレーム

※向きに注意！

ギヤ（小）

ギヤ（大）

①とめ具を取り、ロッ
キングアームからコ
ンロッド（短）をはずす。

モーター

◆ギヤを斜めにして、
モーターのギヤにかみ
合わせながらはめると
入れやすい。

ギヤとめ具

③ゴム用前フレー
ムをはずす。

ゴムひもをはずす。

②テールエン
ドをはずす。

1.

2.

3.

機体からゴム機用の部品をはずす。

モーター用前フレームにモーターユニットのモーター部
分とギヤ（小）をはめる。

ギヤ（大）をギヤとめ具でとめて取り付ける。

※向きに注意！

※向きに
　注意！

胴体

胴体

モーター用
前フレーム

◆リード線を余らせ
ないように、胴体に
巻き付ける。

前翼

リア
フレーム

胴体

キャパシター

モーター用
前フレーム

キャパシター
ホルダー

前翼中央のロッドを
リアフレームの穴に
差し込む。

キャパシター
ホルダー

テール
エンド

テール
エンド

4.

5.

6.

7.

前翼に、モーター用前フレームをパチンとはめる。

胴体にキャパシターホルダとテールエンドをはめる。

モーター用前フレームと前翼を取り付ける。

キャパシターのリード線を胴体に数回巻き付けて、キャ
パシターホルダーにキャパシターを奥まではめる。

◆さやは、ひねり
ながら抜き取る。

◆リード線が下になる向きではめる。

◆リード線が下になる
向きではめる。

※スプリングの
向きに注意！

◆スプリングを
回して巻き付ける。

接点スプリング

◆黒いリード線は
スイッチの下に通す。

コネクタ

スイッチレバー

スイッチレバー

リード線（黒）

リード線（赤）

スイッチスプリング

接点スプリング

接点スプリング

ピン

本体

1.

2.

3.

4.

コネクタの2本のリード線の先に、接点スプリングを取
り付ける。

スイッチレバーに、赤いリード線の接点スプリングをは
め、黒いリード線に付けたスプリングを本体の下側の
溝にはめる。

本体にピンを差し込み、間にスイッチスプリングを入
れてスイッチレバーを取り付ける。

本体にコネクタをセットする。黒いリード線を本体の溝
にはめ、赤いリード線はスイッチレバーの動きをじゃま
しない上の位置にまとめる。

充電発射装置を組み立てる

黒

本体

コネクタ

正面から見たところ

出っぱり

本体を立てたと
き、出っぱりのあ
る方が上（外側）、
金具の見えてい
る方が下（内側）
になる。

金具

赤

リード線（黒）

リード線（赤）

※前翼ははずした方が作業しやすい。
はずさなくてもよい。

※ゴム機の部品は、な
くさないよう保管する。

モーター機の完成

◆スイッチレバーの向きにも注意

◆コードに注意して、
モーターのギヤが
すっかり見えるまで、
押し込む。

◆ゴム機と同じように
前フレームにすべり止
めのセロハンテープを
巻いてからとめる。

◆キャパシターホル
ダーがゆるいときは、
胴体にセロハンテー
プをはって固定しよう。
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Q:飛び出し直後に下降する
A:テールロッド（カーボン）が後下がりになっている可能性が
あります。テールエンド上端を前後にずらして、テールロッ
ドが後上がりになるような位置にしてください。

Q:急旋回するように飛ぶ
A:翼端パーツがずれた、又は、抜けた可能性があります。左右の翼端パー
ツが水平になるよう調整してください。リアフレームと前翼中央のロッ
ドのはまり具合も確認してください。そこがゆるい場合は瞬間接着剤等
で固めると飛行が安定します。

Q:発射装置で、下降するようになった
A:電池が弱ってきた可能性があります。新しいアルカリ単4電池と交換
してください。

Q:前翼と後翼が衝突するようになった
A:ロッキングアームの左右位置がずれた可能性があります。型紙に合わ
せて確認してください。

Q:上を向いてしまう
A:テールエンド上端を移動して、テールロッドが後下がりになるよう調
整してください。 モーターの場合、キャパシターを前方に移動してく
ださい。

Q:旋回半径を小さくしたい、大きくしたい
A:旋回半径はロッキングアームのコンロッドの付け換え（左右入れ替え）
で調整できます。テールを上げて、失速寸前の飛行をすると、僅かなア
ンバランスでもそれが強調されて旋回半径が小さくなります。逆にテー
ルを下げると直進性が増します。

Q:長時間飛ばしたい
A:同じ重さで、伸びの大きいゴムを使えば長時間飛行ができます。現在
入手できる最高のゴムは「FAIゴム」と云われています。約1.5倍の飛行時
間が実現できます。（ゴム入手はネットで検索してください。）

Q:もっとゆっくり飛ばしたい
A:テールを上げると飛行速度が落ちます。モーターの場合、キャパシター
を後端にずらすと重心が下がって遅い飛行になります。その場合、充電
発射装置のテールエンド押さえでテールが押さえられないので、機体を
片手で支えて充電してください。

Q:翼フィルムの代用は？
A:雨の日に新聞を包んでいる袋や生鮮品用のポリ袋で代用できます。

Q:両面テープの代用は？
A:ナイスタック一般タイプ5mm（NW-5S）が使いやすいと思います。幅
が狭い両面テープの入手が難しい場合、一般事務用の両面テープをカッ
トして使ってください。カッターマットに貼り付けた両面テープを
3mm幅にカッターで切って使ってください。

Q:ゴムが切れた。長さが足りなくなった
A:市販の飛行機用ゴム（3×1mm）で代用してください。FAIゴムが入手
できれば最高の性能が出ます。（「FAIゴム」でネットで検索してくださ
い。）

Q:部品が足りない
A:不足の部品名と、お送り先の住所、お名前、電話番号をP.71に記載
の問い合わせ先までお知らせください。早急に発送の手配をさせていた
だきます。

Q:部品をなくした
A:少しですが、予備品を用意しています。紛失した部品名と、お送り先
の郵便番号、住所、お名前、電話番号をP.71に記載の問い合わせ先ま
でお知らせください。

Q＆A

キャパシターテールエンド
押さえ

テール
エンド

コンロッド

下げる。

はずれて飛び出す。

リアフレーム固定板

◆モーターが回転
し、前翼が動き出す。
そのまま10秒待とう。

トリガーを引く。

1.

1.

2.

2.

3.

1.

2.

キャパシターの端子を充電発射装置のコネクタに差し
込み、テールエンドにテールエンド押さえをかける。

ロッキングアームからコンロッドをはずし、リアフレー
ム固定板をリアフレームからはずす。前翼のシリコン
チューブを図のように前方にずらす。

スイッチレバーを下げて、10秒間、電気をチャージする。

前翼と後翼をすぼめることができる。

機体を斜め上に押し出すようにして、トリガーを引く。

クランクを50〜100回まわしてゴムを巻く。

斜め上の上空に置くようにリリースする。

デルタ・ツイスターを飛ばそう
◆上側から電
池を入れる。

＋が上

◆下側の電池は
−側（スプリング
の方）から入れる。

5.

6.

本体にテールエンド押さえとトリガーをセットする。

本体にカバーをねじ（2本）でとめる。

◆電池カバーの印
の通りに乾電池を
2本入れ、電池カ
バーをスライドさ
せて閉める。

デルタ・ツイスターのたたみ方

7.
電池を入れる。

テールエンド
押さえ

本体

トリガー

ねじ

本体

カバー

ねじ

◆デルタ・ツイス
ター本体の振動をお
さえるように、発射
装置を持っていない
方の手で、軽く胴体
をおさえておくとよ
い。

モーター機の場合 ゴム機の場合

より詳しい遊び方は、本誌34ページからの『はじめてのデルタ・ツイスター』をお読みください。

＋
＋
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U
M
 4
S
U
M
 4

＋
＋

シリコン
チューブ

リード線をはさま
ないよう注意。

◆モーター機
も同じようにし
てたためる。


